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論 文 内 容 の 要 旨
さ きに、親の職業に よって分類 され る生活条件の階層性が、 その子供の生活 の一上でも認め られ
る ものであるか どうか、 つ まり、親 と子の生活様 式の階層的平行関係を仮 定 して もよいか、 とい
う問題 を生活時間 調査 を通 して明 らか にしようとしたが、その結果、生活時間調査 による生活環.
境条件の分析 はある程度可能であることを示 し得 島(第2部 第1章 に掲 載}
本研究では、上 の示唆 に 超、とついて、生活時間調査法の もう一つの展開が、各入 の生活様式の
個入差 を考慮す ることによ って期待 できるのではないかと考え、視点 を新た に して、類型的生活
時間調査法 の試みを提示 した。
この視点は、農家を対象 としての長期間(1年 間}に わたる調査 資料の分析(第2部 、第2.3
章}、 論 よぴ産業現場 従業員の労働生活実態調査等か らの知見に よるものであって、その主なと
ころは次の と澄 りである。
(1)生活時間 を、各個人の生活行動の時間的な"ま とまり,と して考 える。 したが って、従来の
ように、暦 日の24時 間 に詮ける生活の要素的な時間配分 をみるに とどめない。
(2)生活時間 の社会的な リズムを重視する。外側か らの拘束が強い時間 と、比較的 にそ の拘束 の
弱い時間 とに分 け、 この2つ の組合せを もって生活時間構成の1サ イクル と考 える。
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(3)拘束 をうけることの少 ない時聞、す左わち、 ここでは勤労者 を対象 とした調査事例 を用いた
か ら、勤務間隔時間 とい うことにな るが、 これに分析 の主 点を詮き、その中に構成 され ている
生活行動時間の諸特性 をとらえ、 これに もとついて生活時間の類型的表示 を試 みる ことに した。
結果の示す ところは、一応この試みが達成 された といえるものである。
生 活時間構成 の個入的 な把握 が可能で あるとい うことは、その個入の生活様式ない しは生活条
件の一面 を とらえ得た とい うことで あって、機能的な面で と らえられる他の資料(た とえば労働
負担の度合 とか、生体 の生化 学的な変化の リズム ⊃との個入 的対応をみるこ とができるというこ
とを示す ものである。すなわ ち、生活環境条件 の如何 と、心身的機能 との関連 を より直接 的にみ
ることが できる資料が得 られたといえ よう。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
上記のと ころか ら窺 われるであろ うように、本論文は著者 の多年にわたる研究業績 の一段落 を
示す意味 にとどまるだけ でな ぐ、 従来の生活時間調査法に客観的な より所 と方法的な総括 を もた
らした もの とい うことができる。本論文自体 が著者 の絶 ゆみ左い研究資料 で一貫 され、文字通 り
の原著 なのではあるが、著者は、 このほかにも数多 ぐの資料 を携 えて面接に臨 まれ、'われわれは、
著者の徹底 した実証主義 に敬意 を表する ものであるけれ ども、著者 の、 こうした実証主義への徹
底は、他面に おいて理論的構成への不足をもた らし、 環境論一般 に対する認識等に、 もう一段の
飛躍が要望 される ところとなってい る。著者 も寮た、究極 のねらいをそ こに求 めて、生活時間構
成 の望ま しい規準の問題や、生活時間の類型Aa。 。・。・Ddと 勤務成績 や学業成 績の関係等にっ
いての今後 の追求 を通 して、著者 のい う新 しい環境論の体系的考察に向 わんと してい るものの よ
うである。そ して、生活 時間の もっ生物学的 リズムや社会的 リズムに加えて、 個性的 リズムー
類型化以上の意義を もつであろ う一 への追求 を通 して、素質環境論 の一元化への歩みな ど、今
後に期待されるものが少な くないのである。
ともあれ、 われわれは、著者多年の研究が ここに一段落を とげ、従来 の諸研究 を総括 して、困
難の多い調査法 の一つ とされ ている生活時間調査 法に新 しい展望への道を翔 り開いた ことを多と
し、教育学博士 の学位を授与す るのに滴 当であると認 めるものである。
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